慢性疾患をもつ子どもの学校生活への適応を支える家族の支援行動と学校生活への適応に関する家族の捉えの関連 by 山手 美和








































Relation between family support about adaptation
to the school life of the child with chronic disease and
family’s perception about the adaptation to the school life




た｡ 共分散構造分析を行った結果､ CFI=0.883､ RMSEA=0.070と説明力のある結果となった｡ 《養護教諭への働きかけ》
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４点､ ｢たまにしている｣ ３点､ ｢めったにしな

















質 問 項 目 因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 因子５
支援17 子どもの性格に応じた関わりをする 0.819 -0.044 -0.059 0.016 0.034
支援19 子どもの話に耳を傾ける 0.707 0.021 -0.138 -0.153 0.165
支援９ 子どもに応援しているというメッセージを伝える 0.704 -0.039 -0.062 0.047 0.027
支援15 子どもが落ち込んでいるときになぐさめる 0.640 -0.140 0.024 0.035 0.025
支援10 子どもが適切に療養行動を行っているか確認する 0.595 0.147 -0.131 -0.257 0.043
支援22 子どもの言動から気持ちをくみ取る 0.586 -0.008 0.040 0.066 0.251
支援18 子どもが闘病意欲をもつことができるように関わる 0.584 0.096 0.033 -0.031 0.187
支援24 子どもが頑張ることができるように励ます 0.528 0.000 0.053 -0.077 0.216
支援16 子どもの体調が悪くなった時のために学校と連絡体制を整える 0.507 0.230 0.203 -0.048 -0.195
支援６ ありのままの子どもを受け止める 0.485 0.013 0.298 -0.159 -0.106
支援12 子どもとコミュニケーションをとる 0.483 -0.088 0.313 -0.061 0.066
支援33 子どもの気持ちを分かっているということを子どもに伝える 0.451 0.039 -0.045 0.061 0.372
支援７ 子どもが得意なものを伸ばすことができるように援助する 0.396 -0.030 0.327 0.028 -0.041
支援34 子どもができることをほめる 0.395 -0.167 0.149 0.218 0.198
支援31 子どもがその子らしく生活できるようにする 0.389 -0.015 0.097 0.097 0.227
支援37 子どもができたことに対して一緒に喜ぶ 0.248 0.033 0.194 0.120 0.129
支援42 担任の先生に学校で行う療養行動について協力を得る 0.061 0.797 0.028 0.174 -0.300
支援25 子どもが学校で必要以上の制限を受けないように働きかける -0.275 0.755 0.101 -0.099 0.264
支援32 学校でも必要な療養行動が継続できるように関わる 0.029 0.716 0.042 -0.007 0.020
支援41 担任の先生に子どもの病気について説明する 0.122 0.668 -0.017 0.071 -0.107
支援38 症状がでたときの判断や対応を子ども自身ができるように関わる 0.055 0.654 -0.072 -0.094 0.223
支援44 クラスに入っていきやすいように担任の先生の協力を得る 0.048 0.638 -0.082 0.152 0.078
支援36 子どもが学校で病気を理由に教育を受けることが妨げられないように働きかける 0.000 0.635 -0.107 -0.081 0.159
支援43 担任の先生に子どもの身体の調子について尋ねる 0.026 0.574 0.022 0.285 -0.170
支援20 医療者に子どもの病気について学校の先生に説明してくれるよう依頼する -0.031 0.329 -0.043 0.209 0.112
支援２ 子どもの体調の変化を見逃さないようにする -0.218 0.020 1.028 -0.048 0.086
支援１ 子どものことを見守る -0.016 -0.049 0.877 -0.029 -0.019
支援５ 子どもが健康を維持できるように援助する 0.009 -0.094 0.792 0.046 0.084
支援13 子どもの体調が悪いとき世話をする -0.030 0.066 0.679 -0.024 0.015
支援３ 子どもの学校生活での様子を気に掛ける 0.159 -0.089 0.553 0.088 0.041
支援８ 子どもの治療内容について理解する 0.351 0.198 0.416 -0.060 -0.232
支援46 保健室の先生に学校で行う療養行動について協力を得る 0.080 0.068 -0.068 0.916 -0.053
支援45 保健室の先生に子どもの病気について説明する 0.031 0.018 0.013 0.897 -0.091
支援47 保健室の先生の子どもの身体の調子について尋ねる -0.153 0.020 0.006 0.822 0.136
支援48 クラスに入っていきやすいように保健室の先生の協力を得る -0.199 0.146 0.002 0.669 0.153
支援27 子どもが困っていることを一緒に考える 0.240 0.095 -0.031 -0.050 0.733
支援39 子どもの悩みを聞く 0.260 -0.059 -0.063 0.020 0.667
支援28 子どものペースに応じた学習ができるよう援助する 0.102 0.056 0.126 -0.016 0.509
支援26 学校での身体の調子について子どもに尋ねる -0.119 0.466 0.119 -0.059 0.488
支援29 子ども自身が努力していることを認める 0.228 -0.077 0.015 0.161 0.472
支援21 子どもが自分で体調の変化に気づくことができるように関わる 0.296 0.140 0.004 0.118 0.367
因子負荷量の２乗和 10.671 7.918 7.819 5.712 6.282
因子寄与率(%) 29.204 11.967 5.676 3.942 2.736














う思う｣ ４点､ ｢かなりそう思う｣ ３点､ ｢あま
































《子どもの体調管理》 0.630 0.312 1.000
《養護教諭への働きかけ》 0.264 0.549 0.207 1.000















質 問 項 目 因子１ 因子２
適応５ 課外活動や学校行事などに参加できる 0.959 -0.209
適応１ 休むことなく通えている 0.747 -0.094
適応11 クラスの中で決められていた役割を果たしている 0.654 0.086
適応８ 日課にそって過ごすことができている 0.644 0.135
適応２ 自分で取り組めることを見出している 0.598 0.158
適応３ 友達との交流を持っている 0.515 -0.023
適応６ 嫌なこと辛いことがあっても乗り越えようとしている 0.470 0.078
適応12 症状が悪化した時には自分で対応することができる -0.186 0.853
適応10 症状が悪化しないように行動できる 0.090 0.642
適応13 体調が悪くなったとき友達に援助を求めている -0.028 0.625
適応４ 体調の変化に気づくことができる 0.072 0.596
適応14 体調が悪くなったとき先生に援助を求めている -0.073 0.547
適応９ 療養行動がとれている 0.216 0.515

















































た｡ 子どもは､ 小学生73名 (61.9％)､ 中学生
34名 (28.8％)､ 高校生７名 (5.9％)､ 無回答
４名 (3.4％) であり､ 平均年齢は､ 10.8歳 (SD=
2.83) であった｡ 質問紙への回答は､ 母親115
名 (97％)､ 祖母２名 (２％)､ 父親１名 (１％)
であり､ 家族形態は拡大家族64名 (54％)､ 核
家族54名 (46％) であった｡ 子どもの特徴は､
子どもの性別は男子64名 (54％)､ 女子51名
(43％)､ 無回答３名 (３％) であった｡ 病気の
発症年齢は､ １歳未満36名 (31％)､ 幼児前期
17名 (14％)､ 幼児後期28名 (23％)､ 学童期27
名 (23％)､ 思春期８名 (７％) であった｡ 罹
病期間は０～３年未満21名 (18％)､ ３～５年
未満16名 (14％)､ 5～10年未満47名 (40％)､
10年以上32名 (27％)､ 無回答２名 (１％) で
あった｡ 疾患は､ 神経・筋疾患32名(27％)､ ぜ
んそく25名 (21％)､ 慢性心疾患20名 (17％)､
内分泌疾患19名 (16％)､ 膠原病９名 (6％)､
慢性腎疾患７名 (６％)､ 血友病等血液疾患４
名(３％)､ 糖尿病３名 (２％)､ 悪性新生物２
名 (１％)､ 先天性代謝異常１名 (１％)､ その












































































構 成 概 念 項目数 最小値-最大値 平均値 標準偏差
《子どもが療養行動を行うための情緒的サポート》 16 13-26 21.45 3.36
《学校生活を送るために担任・医療者に協力を得る》 9 5-25 17.45 5.88
《子どもの体調管理》 6 13-25 23.55 2.48
《養護教諭への働きかけ》 4 4-20 9.30 5.35
《子どもの自己管理へのサポート》 6 5-26 20.20 4.06





構成概念 項目数 最小値-最大値 平均値 標準偏差
[学校生活へ参加できる] 7 7-28 24.64 3.57
[体調の自己管理ができる] 7 3-28 19.25 5.44


















































《子どもが療養行動を行うための情緒的サポート》 0.232* 0.363** 0.325**
《学校生活を送るために担任・医療者に協力を得る》 -0.127 0.226* 0.078
《子どもの体調管理》 0.096 0.108 0.101
《養護教諭への働きかけ》 -0.218* 0.092 -0.036
《子どもの自己管理へのサポート》 0.186* 0.345** 0.323**




支援17 子どもの性格に応じた関わりをする 支援19 子どもの話に耳を傾ける






支援32 学校でも必要な療養行動が継続できるように関わる 支援41 担任の先生に子どもの病気について説明する
支援38 症状がでたときの判断や対応を子ども自身ができるように関わる
《子どもの体調管理》
支援２ 子どもの体調の変化を見逃さないようにする 支援１ 子どものことを見守る
支援５ 子どもが健康を維持できるように援助する 支援13 子どもの体調が悪いとき世話をする
支援３ 子どもの学校生活での様子を気に掛ける
《養護教諭への働きかけ》
支援27 子どもが困っていることを一緒に考える 支援39 子どもの悩みを聞く





支援45 保健室の先生に子どもの病気について説明する 支援47 保健室の先生の子どもの身体の調子について尋ねる
支援48 クラスに入っていきやすいように保健室の先生の協力を得る
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